
一般質問｜要点資料

山田原畜産施設の臭気問題 令和5年12月定例会

臭いを感覚論で終わらせず、発生条件を測り、周辺住民と事業者が確認できる
改善へ

状況を把握

臭気は136種類の物質から
なる複合臭で、朝夕を…

→
質問する

これまでの調査・対策の効
果、現在の臭気状況、条…

→
市の答え

市は6自治会の臭気モニター
や専門機関の調査を実…

→
次を確認

相談件数と測定値を継続公
開し、改善の実感と一致…

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

臭気は136種類の物質からなる複合臭
で、朝夕を中心に周辺住民から相談が
続いていました。

質問

これまでの調査・対策の効果、現在の
臭気状況、条例に基づく指導と今後の
改善方法を質問しました。

市の答え

市は6自治会の臭気モニターや専門機
関の調査を実施し、両養豚事業者へ改
善を要請してきたと答えました。

最重要の到達点 調査を実施した事実ではなく、臭気が実際に軽減し、地域で効果を確認できること

次に確認すること｜方針・必要な接続・未定・実績

市の方針 専門機関による調査と養豚事業者への協力要請を継続

必要な接続 発生時間・風向・作業状況を合わせた検証と、住民への結果共有

未定・課題 対策ごとの効果や達成時期は未定

今後の実績確認 相談件数と測定値を継続公開し、改善の実感と一致するか確認

議事にある具体事項

・平成30年：周辺6自治会で臭気モニター
・令和2～3年度：専門機関が調査
・令和4年9月・11月：検証調査
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